
全国世界の水の偉人と研究所のあゆみ

治水の偉人 周藤彌兵衛翁（1650 ～ 1752）　島根県松江市八雲町
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■若手経営者20名で「知革塾」開塾■若手経営者20名で「知革塾」開塾

■南京大虐殺紀念館元館長 朱成山教授新書
　「私の100名の日本人の友人」「12.13 都祭典から国祭典へ」出版発表会
■イップ常子氏を招きシンポジウム開催
■中国で「一隅を守り千里を照らす－小松昭夫の経営の道」
　「経営理念手帳」書籍出版発表会
■ベルタ・フォン・ズットナー像が韓国へ出発

■南京大虐殺紀念館元館長 朱成山教授新書
　「私の100名の日本人の友人」「12.13 都祭典から国祭典へ」出版発表会
■イップ常子氏を招きシンポジウム開催
■中国で「一隅を守り千里を照らす－小松昭夫の経営の道」
　「経営理念手帳」書籍出版発表会
■ベルタ・フォン・ズットナー像が韓国へ出発

■国際アジア共同体学会2019秋季大会　岡倉天心国際賞受賞
■韓国西大門刑務所歴史館訪問
■ポーランド・アウシュヴィッツ訪問
■対立から共生の文化へシンポジウム
　全国・世界水の偉人覚醒顕彰祭開催
■パリの響きを日本に！島根コンサート研究所特別推薦
■火の発祥の神社、熊野大社鑽火殿の聖火をいただき聖火リレーを開催
■島根県民会館で2000名を超える来場者を迎え
　小泉純一郎元総理講演会を開催

■国際アジア共同体学会2019秋季大会　岡倉天心国際賞受賞
■韓国西大門刑務所歴史館訪問
■ポーランド・アウシュヴィッツ訪問
■対立から共生の文化へシンポジウム
　全国・世界水の偉人覚醒顕彰祭開催
■パリの響きを日本に！島根コンサート研究所特別推薦
■火の発祥の神社、熊野大社鑽火殿の聖火をいただき聖火リレーを開催
■島根県民会館で2000名を超える来場者を迎え
　小泉純一郎元総理講演会を開催

■ウィリアム・K・バルトン　青山霊園墓参
■バルトン忌 バルトン先生胸像再建祝賀式
■真の地方創生事業の象徴　大山の麓から昇る太陽を観る
　「オープンマインド朝陽ツアー」
■真の地方創生象徴事業化構想
　「オープンマインド中秋の沈む太陽昇る名月」

■ウィリアム・K・バルトン　青山霊園墓参
■バルトン忌 バルトン先生胸像再建祝賀式
■真の地方創生事業の象徴　大山の麓から昇る太陽を観る
　「オープンマインド朝陽ツアー」
■真の地方創生象徴事業化構想
　「オープンマインド中秋の沈む太陽昇る名月」

■第0回 八雲立つ出雲から「平和・環境・健康はひとつ 国際Zoomシンポジウム」
■ウィリアム・K・バルトン胸像復元リモート建立式典
■令和3年度まつえ市民大学入学式記念講演
■平和・環境・健康はひとつ「故きを温ね新しきを知るZoomシンポジウム」

■第0回 八雲立つ出雲から「平和・環境・健康はひとつ 国際Zoomシンポジウム」
■ウィリアム・K・バルトン胸像復元リモート建立式典
■令和3年度まつえ市民大学入学式記念講演
■平和・環境・健康はひとつ「故きを温ね新しきを知るZoomシンポジウム」

■第1回神有月縁結び世界大会開催
■郷土の偉人を顕彰する出版活動「一村一志」運動を開始
■人間自然科学研究所設立

■第1回神有月縁結び世界大会開催
■郷土の偉人を顕彰する出版活動「一村一志」運動を開始
■人間自然科学研究所設立

■周藤彌兵衛シンポジウム開催■周藤彌兵衛シンポジウム開催

■第2回神有月縁結び世界大会開催
■韓国独立記念館訪問、日本人として初めて献花、寄付
■第2回神有月縁結び世界大会開催
■韓国独立記念館訪問、日本人として初めて献花、寄付

■大韓赤十字社総裁・鄭元植（元首相）を通じて
朝鮮民主主義人民共和国へ食糧支援金を寄贈
■大韓赤十字社総裁・鄭元植（元首相）を通じて
朝鮮民主主義人民共和国へ食糧支援金を寄贈

■第3回神有月縁結び世界大会開催■第3回神有月縁結び世界大会開催

■中国人民抗日戦争記念館訪問・献花■中国人民抗日戦争記念館訪問・献花

■日中英対訳「論語」出版
■中国山東省棗荘・台児荘大戦記念館で中国側3000人日本側40人で
　孔子・孟子・周藤彌兵衛翁・清原太兵衛翁の銅像完成出発式を行う

■日中英対訳「論語」出版
■中国山東省棗荘・台児荘大戦記念館で中国側3000人日本側40人で
　孔子・孟子・周藤彌兵衛翁・清原太兵衛翁の銅像完成出発式を行う

■日本最大の中国庭園「燕趙園」に孔子・孟子像を建立■日本最大の中国庭園「燕趙園」に孔子・孟子像を建立

■ハワイ・アリゾナ記念館、真珠湾攻撃記念式出席、献花
■中国南京記念館訪問、献花
■韓国西大門刑務所歴史館・獄舎跡訪問・献花

■ハワイ・アリゾナ記念館、真珠湾攻撃記念式出席、献花
■中国南京記念館訪問、献花
■韓国西大門刑務所歴史館・獄舎跡訪問・献花

■出雲大社で神有月和譲平和フォーラム開催
■韓国・釜山市庁国際会議場で講演
■南京国際平和フォーラムにて講演
■平和環境健康特別区申請シンポジウム開催
■燕趙園に西王母と八仙人大理石像を紹介し建立

■出雲大社で神有月和譲平和フォーラム開催
■韓国・釜山市庁国際会議場で講演
■南京国際平和フォーラムにて講演
■平和環境健康特別区申請シンポジウム開催
■燕趙園に西王母と八仙人大理石像を紹介し建立

■南京大虐殺記念館改築式典・フォーラム参加
■中国山東省東栄市から贈呈されて孫子像を燕趙園に建立
■中国海南島強制労働跡地訪問
■韓国安重根義士殉国記念式典参列・明成皇后生誕地・陵墓訪問

■南京大虐殺記念館改築式典・フォーラム参加
■中国山東省東栄市から贈呈されて孫子像を燕趙園に建立
■中国海南島強制労働跡地訪問
■韓国安重根義士殉国記念式典参列・明成皇后生誕地・陵墓訪問

■蕭向前元中日友好協会副会長宅を訪問し国民国連構想を発表
■第6回国際平和博物館会議、京都・広島開催協賛
　松江で出雲和譲フォーラム開催

■蕭向前元中日友好協会副会長宅を訪問し国民国連構想を発表
■第6回国際平和博物館会議、京都・広島開催協賛
　松江で出雲和譲フォーラム開催

■混迷の時代 出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■安重根義士殉国99周忌追念式・安重根義士記念館起工式に参加
■「中国古典名言録」「竹島＝独島問題入門」出版記念講演

■混迷の時代 出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■安重根義士殉国99周忌追念式・安重根義士記念館起工式に参加
■「中国古典名言録」「竹島＝独島問題入門」出版記念講演

■アジア太平洋平和研究学会で講演
■「朝鮮半島と日本列島の使命」出版
■アジア太平洋平和研究学会で講演
■「朝鮮半島と日本列島の使命」出版

■オランダ・ハーグ「カーネギー平和宮100周年」記念事業
　「世界平和事業家20人」に小松理事長が選ばれ式典に出席
■元慰安婦の李容洙さんと弁護士会の方々による平和使節団
　を迎え出雲から陽が昇るシンポジウムを開催

■オランダ・ハーグ「カーネギー平和宮100周年」記念事業
　「世界平和事業家20人」に小松理事長が選ばれ式典に出席
■元慰安婦の李容洙さんと弁護士会の方々による平和使節団
　を迎え出雲から陽が昇るシンポジウムを開催

■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■松江市八雲町に周藤彌兵衛翁像仮設建立
■オーストリア・ウィーンでベルタ・フォン・ズットナー没後100
　周年記念事業で平和大賞を受賞
　ズットナー像をウィーン平和記念館に半年間展示・寄付

■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■松江市八雲町に周藤彌兵衛翁像仮設建立
■オーストリア・ウィーンでベルタ・フォン・ズットナー没後100
　周年記念事業で平和大賞を受賞
　ズットナー像をウィーン平和記念館に半年間展示・寄付

■中国・学苑出版社より「対立から共生へ」出版
■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■「日英対訳 悠久の河」「天略」「島根核発電所」出版
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■「日英対訳 悠久の河」「天略」「島根核発電所」出版

■八雲立つ出雲から陽が昇るシンポジウム開催
■韓国・ハルバート博士68周忌追悼式で尹熙竣代表理事が代読
■国際二戦80周年博物館長フォーラム・中国全民族抗戦勃発
　80周年記念式典で構想・提言を磯江公博監事が代読
■ハワイ・アリゾナ記念館訪問、献花、寄付
■島根原子力発電所国際プロジェクト構想発表・座談会開催
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■韓国・ハルバート博士68周忌追悼式で尹熙竣代表理事が代読
■国際二戦80周年博物館長フォーラム・中国全民族抗戦勃発
　80周年記念式典で構想・提言を磯江公博監事が代読
■ハワイ・アリゾナ記念館訪問、献花、寄付
■島根原子力発電所国際プロジェクト構想発表・座談会開催

2019　国際アジア共同体学会 2019 秋季大会
　　　 岡倉天心国際賞受賞

1998　大韓赤十字社総裁・鄭元植（元首相）を通じて
　　　 朝鮮民主主義人民共和国へ食糧支援金を寄贈

2019　対立から共生の文化へシンポジウム
　　　 全国・世界水の偉人覚醒顕彰祭開催

2021　第 0 回 八雲立つ出雲から
　　　 平和・環境・健康はひとつ
　　　 国際 Zoom シンポジウム

2020　宍道湖岸夕陽スポット嫁ヶ島万灯会

2021　平和・環境・健康はひとつ
　　　 故きを温ね新しきを知る
　　　 Zoom シンポジウム

2021　ウィリアム・K・バルトン
　　　 胸像復元リモート建立式典
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1. 人間自然科学研究所タペストリー
2. やくも水神タペストリー
3.happygate 門番タペストリー

4. 全国・世界の水の偉人リスト
5. 島根の治水の偉人紹介（周藤彌兵衛・清原太兵衛・大梶七兵衛）

6. 水の偉人覚醒顕彰イベント写真集
	 1994 年　周藤彌兵衛シンポジウム
	 2002 年　中国山東省台児荘　孔子・孟子・周藤彌兵衛・清原太兵衛像出発
	 2003 年　中国庭園燕趙園に孔子・孟子像を建立
	 2005 年　アリゾナ記念館訪問・献花　https://youtu.be/fdBJ-P2nQsE
	 2006 年　燕趙園に西王母と八仙人を紹介し建立
	 2007 年　燕趙園に孫子像を建立
	 2013 年　平和宮 100 周年で世界平和事業家 20人に選ばれ式典に出席
	 2014 年　ウィーンでズットナー賞を受賞、ズットナー像を貸し出し
	 2014 年　周藤彌兵衛翁大銅像建立除幕式
	 2014 年　出雲から陽が昇るシンポジウムでズットナー像を日本初公開
	 2015 年　水と火の祭り
	 2015 年　日英対訳悠久の河	周藤彌兵衛翁物語	出版
	 2016 年　悠久の河シンポジウ
	 2017 年　アリゾナ記念館訪問・献花
	 2018 年　ベルタ・フォン・ズットナー像韓国に向けて出発
	 2019 年　韓国李承晩元大統領邸・西大門刑務所歴史館・安重根義士記念館訪問
	 2019 年　聖火リレー
	 2019 年　全国・世界水の偉人覚醒顕彰祭開催
	 2020 年　バルトン　青山霊園墓参
	 2020 年　バルトン像再建祝賀式　山本代理出席
	 2021 年　第 0回国際 Zoomシンポジウム
	 2021 年　バルトン像復元リモート建立式典参加
	 2021 年　水の都プロジェクト共同開催　全国水の偉人覚醒顕彰灯籠
	 2021 年　日中合作歌劇	蓬莱の國	徐福伝説	オペラコンサート

7. やくも水神のご紹介・納入実績地図
8. 新聞記事QRコード集
9. おはようサンデーQRコード集（水の偉人関係）
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人間自然科学研究所 年表
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■スマートフォン・タブレットで門番を設定変更する
「門番アプリ」参考出展

■自立モデル・防爆モデルを発表

■スマートフォン・タブレットで門番を設定変更する
「門番アプリ」参考出展

■自立モデル・防爆モデルを発表

■タイ・バンコクに駐在事務所開設■タイ・バンコクに駐在事務所開設

■豊洲新市場に門番を150台納入
■マジックオプトロン門番発表
■豊洲新市場に門番を150台納入
■マジックオプトロン門番発表

■冷蔵冷凍モデル・防爆モデルを加えた
happy gate門番シリーズ発表
■冷蔵冷凍モデル・防爆モデルを加えた
happy gate門番シリーズ発表

■内閣総理大臣表彰ものづくり日本大賞優秀賞受賞■内閣総理大臣表彰ものづくり日本大賞優秀賞受賞

■ソウル支社を発展させ、現地法人KOMATSU KOREA設立
■エアカーテン・エアシャワー一体型発売
■パイプレス構造のGシリーズ発売

■ソウル支社を発展させ、現地法人KOMATSU KOREA設立
■エアカーテン・エアシャワー一体型発売
■パイプレス構造のGシリーズ発売

■韓国ソウル支社を設立
■パイプレス構造のGFシリーズ発売
■韓国ソウル支社を設立
■パイプレス構造のGFシリーズ発売

■KV・WVシリーズ発売■KV・WVシリーズ発売

■国土交通省 国土交通大臣表彰受賞■国土交通省 国土交通大臣表彰受賞

■東大阪市に大阪営業所開設■東大阪市に大阪営業所開設

■オプトロン門番発表・発売■オプトロン門番発表・発売

■KU・WUシリーズ発売
■シートシャッター「門番」の製造ライン及び本社機能を移管
■KU・WUシリーズ発売
■シートシャッター「門番」の製造ライン及び本社機能を移管

■KT・WTシリーズ発売■KT・WTシリーズ発売

■第10回地域社会貢献者賞受賞■第10回地域社会貢献者賞受賞

■東京支社を港区浜松町に開設■東京支社を港区浜松町に開設

■中小企業研究センター賞、ニュービジネス大賞 受賞■中小企業研究センター賞、ニュービジネス大賞 受賞

■韓国企業「東友」と業務提携、現地組立・販売を開始■韓国企業「東友」と業務提携、現地組立・販売を開始

■FMS板金無人ラインを県内企業に先駆けて導入
八雲工場横に3階建て工場・事務所を新築
■門番デモ機を製作し全国ユーザーへ営業

■FMS板金無人ラインを県内企業に先駆けて導入
八雲工場横に3階建て工場・事務所を新築
■門番デモ機を製作し全国ユーザーへ営業

■大型開口部向けにKL型を開発・発売■大型開口部向けにKL型を開発・発売

■文化シヤッターとOEM契約
「エア・キーパー」の商品名で生産し供給

■巻取方式のKSシリーズ開発・発売

■文化シヤッターとOEM契約
「エア・キーパー」の商品名で生産し供給

■巻取方式のKSシリーズ開発・発売

■KMシリーズ発売■KMシリーズ発売

■自動カーテンシャッター開発・発売■自動カーテンシャッター開発・発売1980
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1999 .9

2000 .8

2007 .10

2008 .5

2010 .5

2011 .5

2012

2013 .5

2015 .2

2016 .8

2018 .5
2015　豊洲新市場にマジックオプトロン150台納入2015　豊洲新市場にマジックオプトロン150台納入

2018　タイで開催された展示会に出展2018　タイで開催された展示会に出展
2015　マジックオプトロン門番記者発表2015　マジックオプトロン門番記者発表

2011　境港・韓国便  輸出入開始2011　境港・韓国便  輸出入開始

1991　第2回国際ニュービジネス大賞にて大賞受賞
　　　 審査員長 牧野 昇 氏（三菱総合研究所会長）
1991　第2回国際ニュービジネス大賞にて大賞受賞
　　　 審査員長 牧野 昇 氏（三菱総合研究所会長）

2012　ものづくり日本大賞優秀賞受賞2012　ものづくり日本大賞優秀賞受賞

2012　シャッタードア協会より感謝状授与2012　シャッタードア協会より感謝状授与

2010　韓国ソウル支社設立2010　韓国ソウル支社設立

2007　国土交通大臣表彰受賞2007　国土交通大臣表彰受賞

1990　韓国東友FA社と業務提携1990　韓国東友FA社と業務提携

1988　2000台達成記念1988　2000台達成記念

1985　門番発表会1985　門番発表会

1991　韓国で第1回国際会議開催1991　韓国で第1回国際会議開催

1989　4tトラックに展示帰を乗せて全国にPR1989　4tトラックに展示帰を乗せて全国にPR

1985　ハイテク展示会KMシリーズ出展1985　ハイテク展示会KMシリーズ出展

■クラウド型リアルタイム表示（特許第6527660号）で
　令和2年度中国地方発明表彰において
　「中国経済産業局長賞」を受賞

■クラウド型リアルタイム表示（特許第6527660号）で
　令和2年度中国地方発明表彰において
　「中国経済産業局長賞」を受賞

■8年の歳月をかけ3月に完成した日本最大の
農林省国家プロジェクト九頭竜川灌漑施設に採用
■8年の歳月をかけ3月に完成した日本最大の
農林省国家プロジェクト九頭竜川灌漑施設に採用

■リアルタイムで市民へ情報を一般公開
■雨量監視制御システムを東京都武蔵野市に導入
■リアルタイムで市民へ情報を一般公開
■雨量監視制御システムを東京都武蔵野市に導入

■放射線モニタリングシステム発表
■リアルタイム監視システム発表
■放射線モニタリングシステム発表
■リアルタイム監視システム発表

■地域科学研究会セミナーで「ICTで活用した」
都市型社会インフラの再設計でスマートシティと題し発表
■地域科学研究会セミナーで「ICTで活用した」
都市型社会インフラの再設計でスマートシティと題し発表

■野村総研未来創発フォーラムにて神尾文彦室長より
　「社会インフラの再設計が成長の鍵を握る」と題し水神を発表
　東京会場2,500人、名古屋会場1,500人が参加

■野村総研未来創発フォーラムにて神尾文彦室長より
　「社会インフラの再設計が成長の鍵を握る」と題し水神を発表
　東京会場2,500人、名古屋会場1,500人が参加

■水神Gシリーズ発表■水神Gシリーズ発表

20192019 日本最大の農林省国家プロジェクト
九頭竜川灌漑施設に採用
日本最大の農林省国家プロジェクト
九頭竜川灌漑施設に採用

20132013 リアルタイム監視システム発表リアルタイム監視システム発表

20122012 島根県浜田市 水道管理事例発表島根県浜田市 水道管理事例発表

20102010 野村総合研究所東京フォーラムで野村総研未来創発センターの神尾文彦室長より
水神を発表、ジャーナリスの池上彰氏も登壇
野村総合研究所東京フォーラムで野村総研未来創発センターの神尾文彦室長より
水神を発表、ジャーナリスの池上彰氏も登壇

20202020 クラウド型リアルタイム表示（特許第6527660号）で令和2年度中国地方発明表彰に
おいて「中国経済産業局長賞」を受賞
クラウド型リアルタイム表示（特許第6527660号）で令和2年度中国地方発明表彰に
おいて「中国経済産業局長賞」を受賞

20142014 消融雪・ゲート監視システム発表消融雪・ゲート監視システム発表

20132013 水道技術研究センター藤原正弘理事長
を迎えて兵庫県香美町でセミナー開催
水道技術研究センター藤原正弘理事長
を迎えて兵庫県香美町でセミナー開催

20122012 下水道展にて中板交換ユニット発表下水道展にて中板交換ユニット発表

20102010 水神Gシリーズ発表水神Gシリーズ発表

20092009 Rubyワールドカンファレンスで水神技術発表Rubyワールドカンファレンスで水神技術発表

19951995 科学技術庁注目発明選定証受証科学技術庁注目発明選定証受証

20102010 鳥取県三朝町でやくも水神セミナー開催鳥取県三朝町でやくも水神セミナー開催

20002000 水神ネットワーク発表水神ネットワーク発表

20092009 高知県安芸市で水道セミナー開催高知県安芸市で水道セミナー開催

19921992 やくも水神発表やくも水神発表

19941994 NEWやくも水神発表NEWやくも水神発表

■NTT主催ICTビジネス研究会でやくも水神について講演（東京）■NTT主催ICTビジネス研究会でやくも水神について講演（東京）

■Rubyワールドカンファレンスで水神技術発表■Rubyワールドカンファレンスで水神技術発表

■データセンター東西2拠点化
　（NTT DoCoMo代々木ビルに東日本サーバを設置）
■データセンター東西2拠点化
　（NTT DoCoMo代々木ビルに東日本サーバを設置）

■インターネット・iモードに対応した
　新水神ネットワークを発表し全国展開を開始
■マンホールポンプ制御盤納入

■インターネット・iモードに対応した
　新水神ネットワークを発表し全国展開を開始
■マンホールポンプ制御盤納入

■マンホールポンプコントローラー発売■マンホールポンプコントローラー発売

■水道施設監視システム「マスター水神」開発■水道施設監視システム「マスター水神」開発

■プラント制御監視装置「パッケージ水神」発表
■第54回注目発明選定証受証
■プラント制御監視装置「パッケージ水神」発表
■第54回注目発明選定証受証

■Windows対応　Newやくも水神発表■Windows対応　Newやくも水神発表

■やくも水神発表■やくも水神発表

■データロギング装置納入
■パソコンと一般公衆回線監視装置納入
■データロギング装置納入
■パソコンと一般公衆回線監視装置納入

■テレメーター（専用線）による遠方監視設備納入■テレメーター（専用線）による遠方監視設備納入

■小松産業を設立■小松産業を設立

第4世代携帯電話サービス（4G）開始第4世代携帯電話サービス（4G）開始

iPad発売（日本）iPad発売（日本）

Androidスマートフォン発売（日本）Androidスマートフォン発売（日本）

iPhone発売（日本）iPhone発売（日本）

FOMA契約数が200万台突破FOMA契約数が200万台突破

第3世代携帯電話サービスとしてFOMAを開始第3世代携帯電話サービスとしてFOMAを開始

iモード利用者1,000万人突破iモード利用者1,000万人突破

NTT DoCoMo iモードサービス
DoPa通信端末発売開始
NTT DoCoMo iモードサービス
DoPa通信端末発売開始

NTT DoCoMo DoPaサービス開始NTT DoCoMo DoPaサービス開始

Windows95発売Windows95発売

第2世代携帯電話サービスとして2G登場
Windows3.1発売（日本語版）
第2世代携帯電話サービスとして2G登場
Windows3.1発売（日本語版）

Windows3.1発売（英語版）Windows3.1発売（英語版）

NEC PC-9801用のMS DOS 3.3発売NEC PC-9801用のMS DOS 3.3発売

第1世代移動通信システム登場
日本電信電話公社民営化
第1世代移動通信システム登場
日本電信電話公社民営化

森首相IT戦略を国会で発表森首相IT戦略を国会で発表

■水神Gシリーズ発売■水神Gシリーズ発売

2019 .3

2020 .10
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2013 .10

2011 .11
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2010 .10

2010 .6

2010 .3

2009 .9

2003 .7

2000 .9

1999 .12
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1999 .8

2001.10
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2010 .5

2010 .10

1985
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■小松電機産業株式会社を設立■小松電機産業株式会社を設立1981

やくも水神 年表 happy gate 門番 年表

左の QR コードを
読み取りご覧ください。

左の QR コードを
読み取りご覧ください。

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/tapestry/202108tapstry-monban.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/tapestry/202108tapstry-suishin.pdf
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日本全国の水の偉人リスト　172 人 島根県 治水の偉人と人間自然科学研究所出版書籍・朗読テープ
4月29日に開催する火と水のプロジェクトとし熊野大社鑽火殿で起こした火をいただき、岩坂御陵・神魂神社・切通し・剣神社・周藤
彌兵衛翁像を火で繋ぐ聖火リレーを開催しました。
八雲ゆう人会の鯉のぼりとあわせ、周藤彌兵衛翁をはじめ世界の水の偉人を称え1000 個の灯籠に名前・功績を記載し熊野大社の火を
灯し周藤翁像と意宇川と鯉のぼりと灯籠で悠久の河を演出。同年 4月に東京で開催された日本ビジネスインテリジェンス協会東アジア
友愛フォーラムを経て、7月に中華農耕文明の発祥地とも言われる楊凌・西安から発表できる可能性が見えてきました。
また、北陸農政局による九頭竜川下流農業水利事業として福井県を流れる九頭竜川の監視管理を2019 年 4月より範囲を拡大し開始
しました。

黒字　農林水産省調査による水の偉人　56 人
2019 年 4 月 24 日小松電機産業調査による水の偉人　116 人

全国各地の水の偉人は
右の QR コードを
読み取りご覧ください。

2019 年 4 月～ 2020 年 20 年調査

https://www.hns.gr.jp/download/20190608mizunoijinlist.pdf


6 7

2002 年　中国山東省台児荘　孔子・孟子・周藤彌兵衛・清原太兵衛像出発1994 年　周藤彌兵衛翁シンポジウム



8 9

2005 年　アリゾナ記念館訪問・献花2003 年　中国庭園燕趙園に孔子・孟子像を建立



10 11

2007 年　燕趙園に孫子像を建立2006 年　燕趙園に西王母と八仙人を紹介し建立



12 13

2014 年　ウィーンでズットナー賞を受賞、ズットナー像を貸し出し2013 年　平和宮 100 周年で世界平和事業家 20 人に選ばれ式典に出席

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20130830-0910haag.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20140617-0618wien.pdf


14 15

2014 年　周藤彌兵衛翁大銅像建立除幕式 2014 年　出雲から陽が昇るシンポジウムでズットナー像を日本初公開

写真集ダウンロード イベントホームページ

https://www.hns.gr.jp/download/140801yahei_report.pdf
https://www.hns.gr.jp/event/20141123.html


16 17

2015 年　水と火の祭り 2015 年　日英対訳悠久の河 周藤彌兵衛翁物語 出版

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20150801hitomizunomatsuri.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20151117symposium.pdf


18 19

2016 年　悠久の河シンポジウム 2017 年　アリゾナ記念館訪問・献花

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20161120yuukyuunokawa.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20170606hawai-arizonamemorial.pdf


20 21

2018 年　ズットナー像韓国へ向けて出発式 2019 年　韓国　李承晩元大統領邸・西大門刑務所歴史館・安重根義士記念館訪問

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/photobookpdf/20180321nihontosaisei.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20190523koreaphoto.pdf


22 23

2019 年　聖火リレー 2019 年　全国・世界水の偉人覚醒顕彰祭開催

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20190429eventphoto.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20190608mizunoijinphotobook.pdf


24 25

2020 年　バルトン　青山霊園墓参 2020 年　バルトン像再建祝賀式

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20200218burton_photobook.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20200820burton_photobook.pdf


26 27

2021 年　第 0 回国際 Zoom シンポジウム 2021 年　バルトン像復元リモート建立式典参加

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20210222eventphoto.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20210330burtonphotobook.pdf


28 29

2021 年　水の都プロジェクト共同開催　全国水の偉人覚醒顕彰灯籠 2021 年　日中合作歌劇 蓬莱の國 徐福伝説 オペラコンサート

写真集ダウンロード 写真集ダウンロード

https://www.hns.gr.jp/download/20210926eventphoto.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20211205eventphotobook.pdf


30 31

北海道
札幌市
旭川市
北見市
岩見沢市
長沼町
当別町
蘭越町
中川町
湧別町
雄武町
厚真町
新冠町
白糠町
別海町
黒松内町
中標津町
音威子府村
初山別村

北海道大学
北海土地改良区
新篠津土地改良区

宮城県
仙台市
仙台市若林区
白石市
栗原市
大崎市
気仙沼市
村田町
丸森町
山元町
利府町
七ヶ宿町
南三陸町
美里町

福島県
福島市
郡山市
白河市
田村市
須賀川市
喜多方市
南相馬市
塙町
只見町
棚倉町
三春町
浪江町
新地町
南会津町
会津坂下町
会津美里町
西郷村
湯川村
昭和村
葛尾村
大玉村
飯館村

株木建設
須賀川市藤沼ダム

青森県
五所川原市
平川市
平内町
鶴田町
三戸町
五戸町
田子町
南部町
外ヶ浜町
蓬田村
新郷村

秋田県
横手市
大館市
湯沢市
大仙市
仙北市
北秋田市
由利本荘市
小坂町
藤里町
三種町
井川町
上小阿仁村
三種町土地改良区
大館市土地改良区
北秋田市鷹巣土地改良区
北秋田地域振興局

山形県
鶴岡市
酒田市
村山市
河北町
朝日町
高畠町
小国町
白鷹町

岩手県
盛岡市
釡石市
奥州市
滝沢市
久慈市
陸前高田市
岩手町
大槌町
岩泉町
洋野町
西和賀町
九戸村
田野畑村

栃木県
栃木市
小山市

群馬県
伊勢崎市
赤城西麓土地改良区

埼玉県
川越市
熊谷市
秩父市
鴻巣市
深谷市
桶川市
坂戸市
滑川町
吉見町
東日本明星 ( 株 )
山本食品工業

東京都
武蔵野市
町田市
第六建設事務所
首都大学東京
首都高速道路

神奈川県
横浜市
厚木市
海老名市
中井町
松田町
真鶴町

茨城県
常陸太田市
つくばみらい市
城里町
境町

千葉県
千葉市
市川市
船橋市
松戸市
茂原市
東金市
旭市
八千代市
我孫子市
浦安市
袖ケ浦市
山武市
九十九里町
睦沢町
佐倉市
千葉国道事務所

新潟県
新潟市
新発田市
小千谷市
見附市
糸魚川市
妙高市
上越市
佐渡市
長岡市

富山県
富山市
高岡市
魚津市
砺波市
南砺市
射水市
朝日町
富山県土木センター
新川土木センター

石川県
金沢市
小松市
輪島市
加賀市
かほく市
能美市
河北郡津幡町
鳳珠郡能登町
市之瀬用水土地改良区
中能登土木総合事務所
才田土地改良区
白山市

福井県
福井市
敦賀市
勝山市
鯖江市
あわら市
坂井市
吉田郡永平寺町
三方郡美浜町
若狭町
敦賀港湾事務所
丹南土木事務所
嶺南振興局敦賀土木事務所
日野川用水
松ヶ鼻用水

山梨県
都留市
身延町

長野県
長野市
上田市
岡谷市
飯田市
伊那市
大町市
飯山市
佐久水道企業団
小海町
御代田町
青木村
原村
中川村
松川町
高森町
木曽町
朝日村
小谷村
坂城町
信濃町
小川村
飯綱町
白馬村
木島平村
SPF こがねや

岐阜県
大垣市
瑞穂市
郡上市
下呂市
海津市
羽島郡岐南町
揖斐川町
加茂郡川辺町
白川町
笠松町
養老町
大野郡白川村

静岡県
沼津市
御殿場市
南伊豆町

愛知県
瀬戸市
尾張旭市
北名古屋市
知多郡美浜町

三重県
伊賀市
立梅用水土地改良区

滋賀県
彦根市
長浜市
近江八幡市
草津市
守山市
栗東市
甲賀市
野洲市
湖南市
高島市
米原市
大津市
竜王町
愛荘町
高島土木事務所
湖北土地改良区
南部土木事務所
早崎内湖土地改良区
姉川沿岸土地改良区

京都府
福知山市
城陽市
京丹後市
南丹市
久御山町
京丹波町
与謝野町
京都土木事務所
乙訓土木事務所

大阪府
藤井寺市
豊能郡能勢町

兵庫県
姫路市
明石市
洲本市
豊岡市
加古川市
赤穂市
西脇市
三木市
加西市
朝来市
多可郡多可町
市川町
上郡町
美方郡香美町
美方郡新温泉町
東播用水土地改良区
北淡路土地改良区

奈良県
奈良市
香芝市
葛城市
高市郡高取町
奈良県高田土木事務所

和歌山県
御坊市
新宮市
美浜町
印南町

鳥取県
鳥取市
米子市
倉吉市
境港市
岩美町
若桜町
八頭郡智頭町
八頭郡八頭町
東伯郡三朝町
東伯郡湯梨浜町
東伯郡琴浦町
東伯郡北栄町
西伯郡大山町
西伯郡南部町
西伯郡伯耆町
日野郡江府町
企業局
ＥＣＯ＆ＡＴ

島根県
松江市
浜田市
出雲市
益田市
大田市
安来市
雲南市
奥出雲町
飯石郡飯南町
邑智郡美郷町
邑智郡邑南町
津和野町
吉賀町
隠岐郡海士町
島根県土木事務所
島根県中海

岡山県
岡山市
倉敷市
津山市
玉野市
井原市
新見市
瀬戸内市
赤磐市
真庭市
小田郡矢掛町
苫田郡鏡野町
勝田郡勝央町
勝田郡奈義町
久米南町
久米郡美咲町

広島県
三原市
福山市
府中市
庄原市
水みらい広島

山口県
下関市
宇部市
山口市
萩市
防府市
下松市
長門市
美祢市
山陽小野田市
周防大島町
阿武町
田布施町
仮設施設
山口県水産振興局
秋芳鉱業株式会社
宇部・阿知須公共下水道組合

福岡県
大牟田市
久留米市
直方市
八女市
筑後市
行橋市
中間市
小郡市
筑紫野市
春日市
宗像市
うきは市
宮若市
朝倉市
みやま市
那珂川市
志免町
芦屋町
鞍手郡鞍手町
朝倉郡筑前町
田川郡添田町
築上郡吉富町
築上郡築上町
北九州県土整備事務所

佐賀県
佐賀市
唐津市
鳥栖市
多久市
武雄市
鹿島市
嬉野市
神埼市
吉野ヶ里町
基山町
みやき町
杵島郡江北町
杵島郡白石町

長崎県
長崎市
佐世保市
諫早市
大村市
松浦市
壱岐市
雲仙市
南島原市
川棚町
小値賀町
佐々町
対馬市
西海市

熊本県
熊本市
荒尾市
玉名市
菊池市
上天草市
宇城市
阿蘇市
天草市
南阿蘇村
嘉島町
益城町
芦北町
球磨郡錦町
多良木町
球磨郡湯前町
球磨郡相良村
あさぎり町

大分県
大分市
佐伯市
津久見市
杵築市
宇佐市
豊後大野市
国東市
船団システム

宮崎県
宮崎市
都城市
延岡市
小林市
日向市
串間市
西都市
えびの市
国富町
東諸県郡綾町
児湯郡高鍋町
西米良村
児湯郡川南町
諸塚村
美郷町
五ヶ瀬町
宮崎県高鍋・
木城衛生組合センター
宮崎県道路公社

鹿児島県
出水市
指宿市
垂水市
薩摩川内市
霧島市
南さつま市
奄美市
大崎町
南大隅町
大島郡大和村
和泊町
知名町
仙巌園
竹子土地改良区
川内川水質監視

沖縄県
那覇市
宜野湾市
名護市
うるま市
宮古島市
南城市
金武町
中城村
デモ市
恩納村

東北関東中部

関西中国九州・沖縄
徳島県
阿南市
那賀町
板野町

香川県
高松市

愛媛県
松山市
八幡浜市
伊予市
西予市
砥部町
内子町
伊方町
愛南町

高知県
安芸市
宿毛市
土佐清水市
香南市
本山町
土佐郡土佐町
仁淀川町
中土佐町
四万十町

四国

北海道

やくも水神で始まる真の働き方改革！！
民民公連携

継体天皇ゆかりの九頭竜川農業用水施設で ｢やくも水神｣ が大好評 !

2000年発売以来  水道  2,103　下水道  12,120　農業用水  199　消雪  343　河川･その他  529 （2021 年 12 月）

全国自治体数1,724 489自治体納入実績 15,300施設
水神ホームページ 水神資料アーカイブ 水神ビデオアーカイブ

QRコードを読み取り、水神ホームページ・新聞、雑誌、資料、動画をご覧いただけます。

九頭竜川鳴鹿土地改良区訪問 河合春近発電所 国内最大級の通水配管（直径約3ｍ）九頭竜川下流鳴鹿中央管理所

パッケージ水神に更新
水道
2017年 島根県益田市 8面体1施設

下水道

2016年
2019年

千葉県東金市
埼玉県秩父市

6面体
3面体

1施設
1施設

パッケージ水神 新規設置

下水道（79施設）

水道（32施設）
2001年
2003年
2005年
2005年
2005年

秋田県上小阿仁村
京都府与謝野町
島根県奥出雲町
島根県益田市
島根県浜田市

8施設
8施設
3施設
1施設
1施設

3面体
4面体
4面体
2面体
5面体

2009年
2012年
2012年
2013年
2014年

秋田県井川町
福島県只見町
秋田県藤里町
福岡県添田町
福島県南会津町

1施設
2施設
1施設
2施設
3施設

2面体
2面体
2面体
2面体
3面体

2016年
2016年

秋田県大館市
宮城県白石市

1施設
1施設

3面体
1面体

2014年
2015年
2015年
2016年
2017年
2019年

埼玉県吉見町
福島県須賀川市
鹿児島県大和村
福島県大玉村
埼玉県滑川市
埼玉県鴻巣市

1施設
1施設
1施設
1施設
1施設
1施設

8面体
2面体
2面体
2面体
3面体
5面体

1995年
1997年
2001年
2001年
2002年
2002年
2002年
2002年
2002年
2003年
2003年
2003年
2003年
2005年
2005年

島根県雲南市
島根県出雲市
島根県奥出雲町
埼玉県秩父市
秋田県上小阿仁村
栃木県小山市
新潟県新発田市
京都府与謝野町
兵庫県姫路市
長野県松川町
千葉県東金市
富山県八尾町
島根県邑南町
千葉県九十九里町
千葉県睦沢町

8施設
5施設
2施設
4施設
1施設
5施設
4施設
2施設
2施設
1施設
2施設
1施設
1施設
1施設
1施設

6面体
4面体
5面体
5面体
3面体
6面体
6面体
1面体
7面体
5面体
6面体
1面体
4面体
6面体
4面体

2005年 秋田県北秋田市 2施設 5面体
2005年 京都府夜久野町 2施設 4面体
2005年 広島県庄原市 3施設 6面体
2005年
2005年
2005年

秋田県大仙市
岐阜県白川町
鳥取県伯耆町

5施設
1施設
1施設

5面体
1面体
2面体

2006年
2006年
2006年
2007年
2008年
2008年
2009年
2009年
2009年

千葉県千葉市
福島県只見町
長崎県雲仙市
鹿児島県垂水市
長野県身延町
千葉県山武市
大分県佐伯市
秋田県大館市
長崎県小値賀町

1施設
1施設
1施設
1施設
2施設
2施設
1施設
1施設
1施設

5面体
6面体
9面体
3面体
7面体
7面体
2面体
6面体
2面体

2011年
2011年
2011年
2012年
2013年
2013年
2013年
2013年

鹿児島県知名町
青森県平内町
鹿児島県薩摩川内市
千葉県袖ケ浦市
鹿児島県奄美市
福島県会津坂下町
福島県新地町
埼玉県熊谷市

1施設
1施設
1施設
1施設
1施設
1施設
1施設
1施設

2面体
4面体
4面体
12面体
2面体
6面体
2面体
5面体

民民工連携とは
民民＝①市民 ②水に関わるあらゆる事業者
　公＝③役所 ④官僚 ⑤政治家 ⑥学校及び学会
連携＝あらゆる水の情報をクラウド上で一元化。集まってくるデータを国民共有の財産
　　　として活用する。災害に強く、施工管理コストは安く、市民にとっても水道料金が
　　　安く、携わる民間事業者にとっても、管理監督をする公にもいい連携を生み出す。

カタログダウンロード

やくも水神ダイジェスト版
[PDF:5.7MB]

やくも水神ダイジェスト版
[PDF:3.3MB]

監視通報装置
[PDF:3.9MB]

水質管理システム
[PDF:1.0MB]

マンホールポンプ制御盤
交換用中板キット
[PDF:3.6MB]

パッケージ水神
[PDF:2.1MB]

消融雪施設管理制御システム
[PDF:2.7MB]

ゲート監視管理システム
[PDF:2.9MB]

https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/202201digest.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/02kanshicont202201.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/12suishitsu202201.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/suishindigest202201.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/03mpcont_nakakit202201.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/06pkg_j_202110_01.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/7_suishin_snow_1402.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/suishin/catalog/pdf/gate1402.pdf


32 33

2017 年 9月 22日
日本水道新聞
霧島市長×小松昭夫　トップ対談
鹿児島県霧島市・旧 1市 6町
120 カ所の施設監視を同時実現
“やくも水神 ”が地域に大きく貢献

2017 年 9月 22日
さんいんキラリ別冊
なかじままさえインタビュー

2018 年 12 月 12日
日本水道新聞
福島県南会津町　
IoT による効率的監視・管理
「クラウドが組織活性化の礎に」

2018 年 12 月 10日
さんいんキラリ 2021 秋	50 号
小松昭夫インタビュー

メンバー：佐藤、木次、川中
全 22ページ

2020 年 12 月 1日
月報はつめい
中国地方発明表彰式
中国経済産業局長賞を受賞して
小松電機産業株式会社　
代表取締役　小松昭夫

小松電機産業
人間自然科学研究所パンフレット
（きらりベース）

2021 年 10 月 6日
日本経済新聞
水管理装置、水没しにくく
全国自治体に PR
小型で安価、手軽さも武器

過去に掲載された新聞記事すべてを
ご覧いただけます。

2022 年 1月 1日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語
「事業者の資質」

やくも水神
新聞・雑誌アーカイブス

2002 年 7月 9日（火）～	7 月 18 日（木）

下水道事業団主催

2021年 10月 22日
日経産業新聞
上下水道、クラウドで管理
小松電機産業、災害対策に力

2022 年 1月 11日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語
「新事業への挑戦」

2022 年 1月 18日
山陰経済ウィークリー
さんいん事業物語
「やくも水神」

やくも水神関連記事

その他関連記事

欧州下水道視察参加報告
2020 年 9月 13日
◆太陽ホールから生放送 -19
由志園のイルミネーションを紹介
悠久の河の巻頭言を朗読
岡倉天心国際賞受賞・九頭竜川にやくも水神が採用・
周藤彌兵衛翁像の紹介
水の偉人覚醒顕彰祭の紹介
大梶七兵衛の紹介

2020 年 11 月 29 日
◆ムーンルームから生放送 -29
嫁ヶ島が国の登録記念物へ
嫁ヶ島万灯会、全国世界水の偉人の紹介
継体天皇と九頭竜川事業、中国経済産業局長賞受賞
について
岡倉天心について
しじみアーティストなかじままさえさんの紹介

2020 年 9月 20日
◆ムーンルームから生放送 -20
小室孝太郎さんの紹介
漫画周藤彌兵衛の朗読
韓国語版の漫画を制作した背景
中海宍道湖圏、連結汽水湖の新事業について

2020 年 12 月 6日
◆ムーンルームから生放送 -30
中村哲さんのアフガニスタンでの功績
全国世界の水の偉人に 172 人目に登録
治水の偉人周藤彌兵衛翁の紹介
太陽の國水の都緑の街 CD、朝鮮半島と
日本列島の使命の感想

2020 年 9月 27日
◆ムーンルームから生放送 -21
漫画清原太兵衛の朗読
世界のフィランソロピスト20人に選ばれ、ベルタ・フォ
ン・ズットナーの銅像の除幕式を紹介
オープンマインド朝日ツアーの紹介

2021 年 6 月 13 日
◆太陽ホールから生放送 -57
ゲスト：小説周藤彌兵衛著者 /歴史研究家
　　　　交易場修さん
6月 5日故きを温ね	新しきを知る Zoomシンポジウ
ム
交易場修さんゲスト出演
さんいんキラリ感想

2020 年 10 月 4日
◆ムーンルームから生放送 -22
オープンマインド中秋の沈む太陽昇る名月クルージ
ング
ゆう科学通信の紹介
漫画大梶七兵衛を日本語と韓国語で朗読
太陽の國水の都緑の街の紹介

2021 年 7 月 11 日
◆ムーンルームから生放送 -61
7 月 7日の島根豪雨災害の様子
全国世界の水の偉人 172 人顕彰碑建立プロジェクト
TOKYO	MER に happygate 門番が登場

2020 年 10 月 25 日
◆ムーンルームから生放送 -25
周藤彌兵衛翁を紹介
朝鮮半島と日本列島の使命を紹介
ベルタ・フォン・ズットナー像 5体を 5カ国に建立予
定
広島の被爆石とイップ常子さんの紹介
国民国連について

おはようサンデー　水の偉人関連放送

https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20170922_nihonsuidou.PDF
https://www.hns.gr.jp/download/20211201kirari.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20181210nihonsuidou.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/202103saninkirari.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20201201hatsumei.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20210921kiraripanf.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20211006nikkei.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20220101saninkeizai.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-suishin.html
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/suishin/20211022nikkei.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20220111saninkeizai.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20220118saninkeizai.pdf
https://youtu.be/5L06wHfoobk
https://youtu.be/BXAQmcJjH6w
https://youtu.be/o2eUd7qqc28
https://youtu.be/2NrwPD8erY4
https://youtu.be/yTCQDAZTMek
https://youtu.be/pxm7jWtsLF4
https://youtu.be/uQsvNG-kVlM
https://youtu.be/FRn2Z0unK_Q
https://youtu.be/JRS8pNU8Hf4
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-radio.html
https://www.hns.gr.jp/download/200207EUshisatsu.pdf
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い
ま
し
た
ね
」と
振
り
返

る
小
松
。ラ
ジ
オ
製
作
雑
誌
が
相
次

い
で
創
刊
さ
れ
、受
信
機
を
製
作
す

る
少
年
も
少
な
く
な
か
っ
た
時
代
、

小
松
少
年
は
物
品
税
が
か
か
ら
な
い

ラ
ジ
オ
の
組
み
立
て
キ
ッ
ト
を
購
入

し
、完
成
さ
せ
た
ラ
ジ
オ
を
知
り
合

い
に
販
売
し
た
。今
も
理
念
に
掲
げ

る「
買
い
手
よ
し・
売
り
手
よ
し・
世

間
よ
し
の〝
三
方
よ
し
〞」。10
歳
代
半

ば
に
は
、技
術
者
に
加
え
、事
業
家
と

し
て
の
資
質
が
既
に
芽
生
え
て
い
た

よ
う
だ
。

ラ
ジ
オ
キ
ッ
ト
で
経
済
経
験

空
間
価
値
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ

ム
で
、「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
最
高

賞
」や「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
優
秀

賞
」、科
学
技
術
庁
の「
注
目
発
明
選

定
証
」な
ど
の
受
賞
で
、社
会
性
の
高

い
事
業
が
大
き
く
評
価
さ
れ
て
き
た

小
松
電
機
産
業
。そ
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
は
、も
の
づ
く
り
が
好
き
な
一

人
の
少
年
の
挑
戦
だ
っ
た
。

「
中
学
生
の
頃
に
は
、ラ
ジ
オ
の
組

み
立
て
キ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
自
分

小
松
電
機
産
業
事
業
者
の
資
質

1

長
期
的
な
時
流
を
読
み
、卓
越
し
た
着
眼
・
実
行
力
で
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
パ
イ

オ
ニ
ア
「
や
く
も
水
神
」と
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　ｇ
ａ
ｔ
ｅ
門
番
」と
い
う

二
つ
の
大
き
な
事
業
を
創
出
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱
（
本
社
・
八
雲
町
、事
業
所
・
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松

昭
夫
・
会
長
兼
社
長
）。二
つ
の
事
業
は
、社
会
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化
を
先
取
り
、市
民
の
日
常
生
活
や
経

済
活
動
を
支
え
て
き
た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
小
松
（
77
）が
、四
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
推
し
進
め
て
き
た
の
が
、ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
人
間
自
然
科
学
研
究
所
」の
平
和
事
業
だ
。「
和
譲
」

の
旗
を
掲
げ
、国
内
外
の
戦
争
・
平
和
祈
念
館
を
数
多
く
訪
問
し
、国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
は
30
回
を
超
え

る
。「
平
和
・
環
境
・
健
康
は
ひ
と
つ
」と
い
う
言
葉
は
、ラ
ジ
オ
放
送
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
を
通
し
て
世

界
各
地
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【 会社概要 】
小松電機産業㈱／松江市
創　　業　1973（昭和48）年
営業種目　 ソフトウェア開発事業 

通信システム開発運営事業 
電気機械器具製造業

資 本 金　1億円
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
電話番号　050―3161―2490

卒
業
生
中
で
ト
ッ
プ
評
価

家
庭
環
境
と
長
男
の
責
任
感
か

ら
、地
元
に
本
社
研
究
部
門
が
あ
り
、

全
国
展
開
し
て
い
る
農
機
メ
ー
カ
ー

に
就
職
す
る
こ
と
を
目
指
し
、松
江

工
業
高
校
機
械
科
に
進
学
し
た
。旧

八
雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）の
実
家

か
ら
約
10
㌔
の
地
道
を
自
転
車
で

通
い
、担
任
の
先
生
の
親
戚
が
営
む

家
具
店
で
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド・
タ
ン
ス

の
設
計
、広
報
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。

得
た
収
入
で
機
械
の
専
門
書
や
50
㏄

の
新
車
バ
イ
ク
の
頭
金
を
払
っ
て
購

小松昭夫社長
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入
。1
2
0
0
人
の
生
徒
で
、新
車
の

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
の
は
小
松
た

だ
一
人
だ
っ
た
と
い
う
。

専
門
科
目
の
機
械
設
計
に
は
特

に
力
を
注
い
だ
。ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
興
味
が
湧
い
た
小
松
は
高
校

3
年
生
の
時
、全
国
の
耕
運
機
メ
ー

カ
ー
約
20
社
に
卒
業
論
文
の
た
め
の

資
料
送
付
を
は
が
き
で
依
頼
し
た
。

す
る
と
熱
意
あ
る
学
生
の
頼
み
に
多

く
の
メ
ー
カ
ー
が
応
え
て
く
れ
た
。

想
像
を
超
え
る
資
料
を
元
に
小
松

は
、日
本
の
耕
運
機
の
発
展
の
経
緯

と
現
状
、将
来
の
展
望
を
論
文
に
ま

で
、2
年
間
社
長
側
近
と
し
て
働
き
、

事
業
の
醍
醐
味
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
い
ろ
ん
な
見
本
市
を
回
り
、見
識

を
深
め
ま
し
た
。人
の
話
を
よ
く
聴

い
て
、相
手
の
期
待
値
を
探
り
、そ
れ

を
越
え
る
提
案
力
が
あ
れ
ば
、小
さ

な
会
社
で
も
大
手
と
互
角
に
戦
え
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

73（
同
48
）年
、故
郷
に
戻
り
、電
気

と
経
理
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
弟
と

起
業
。二
人
の
失
業
保
険
30
万
円
を

元
手
に
、工
具
と
中
古
小
型
ト
ラ
ッ

ク
を
購
入
し
、自
分
た
ち
で
改
造
し

た
実
家
の
納
屋
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。手
元
に
残
っ
た
現
金
は
わ
ず
か

10
万
円
だ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

―
次
号
に
続
く
―

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

し
た
。

し
か
し
、他
社
に
追
従
す

る
文
化
の
会
社
は
1
9
7
1

（
昭
和
46
）年
、農
具・
農
機・

農
業
機
械・
精
密
機
械
へ
と

急
速
に
変
容
す
る
ト
レ
ン

ド
に
乗
れ
ず
、経
営
破
綻
。

若
く
し
て
業
界
全
体
を
本

質
的
な
視
点
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
小
松
は
、会
社
に
何
度

も
改
善
策
を
進
言
し
た
が
耳
を
貸

し
て
く
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。「
地
域・
会
社
の
文
化
が
破
綻
の

原
因
」。若
い
時
の
会
社
倒
産
の
経
験

は
、の
ち
の
会
社
経
営
に
大
き
く
役

立
つ
教
訓
と
な
っ
た
。

小
松
は
26
歳
の
時
、休
暇
を
取
っ

て
安
来
市
の
清
水
寺
で
1
カ
月
、座

禅
に
入
っ
た
。そ
の
後
、事
業
家
を
目

指
し
退
職
。事
業
を
学
ぶ
た
め
大
阪

の
小
さ
な
機
械
設
計
事
務
所
に
半
年

間
の
契
約
で
入
社
、プ
ラ
ン
ト
設
計

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。次
に
、設
備

用
水
中
ポ
ン
プ
販
売
や
、大
型
フ
ェ

リ
ー
の
稼
働
式
稼
働
橋
の
提
案
、設

計
、製
造
、納
入
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

総
合
的
に
行
う
社
員
15
人
の
商
社

と
め
、全
卒
業
生
中
ト
ッ
プ
の
評
価

を
得
た
。

新
人
な
が
ら
研
究
所
配
属

他
社
情
報
に
圧
倒
的
に
詳
し
い

弱
冠
18
歳
の
新
人
小
松
は
、大
手
総

合
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
、地
元
唯
一

の
1
部
上
場
会
社「
佐
藤
造
機
」（
現

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
）に
入
社
、主

力
商
品
で
あ
っ
た
耕
運
機
の
開
発・

設
計
部
門
に
配
属
さ

れ
、ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
性
能
改
善
に
注
力

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味

耕
運
機
の
将
来
展
望
を
卒
論
に

「
平
和・
環
境・
健
康
は
ひ
と
つ
　神
有
月
日
本
語

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
座
談
会
」の
様
子
＝
2
0
2
1
年
11
月

豊洲市場に納入されている高速シートシャッター「門番」

佐藤造機研究所勤務時代の小松昭夫社長（左から2人目）＝1966（昭和41）年

松
江
工
業
高
校
時
代
の
小
松
昭
夫
社
長
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雲
村（
現
松
江
市
八
雲
町
）に
帰
郷
、

小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市
乃
木
福

富
町
、小
松・会
長
兼
社
長
）の
前
身
、

小
松
産
業
を
立
ち
上
げ
た
。

納
屋
を
自
ら
改
造
し
起
業

ベ
ニ
ヤ
板
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を

買
っ
て
き
て
、自
宅
の
庭
先
に
あ
っ

た
納
屋
を
自
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
作

業
場
が
、〝
本
社
〞。電
機
と
経
理
の
基

礎
を
学
ん
だ
実
弟
と
2
人
だ
け
で
の

出
発
だ
っ
た
。開
業
時
の
運
転
資
金

は
わ
ず
か
10
万
円
。そ
こ
で
元
手
が

か
か
ら
な
い
ポ
ン
プ
修
理
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。

近
郊
を
訪
ね
歩
き
、井
戸・
農
業・

土
木・汚
水
ポ
ン
プ
の
修
理
を
受
注
。

さ
ら
に
地
元
企
業
の
制
御
盤
組
立
や

配
分
電
盤
製
作
な
ど
を
請
け
負
い
、

取
引
先
の
確
保
と
資
金
の
蓄
積
を
重

ね
て
い
っ
た
。下
水
用
ポ
ン
プ
な
ど

人
が
嫌
が
る
よ
う
な
仕
事
も
積
極
的

に
受
け
る
こ
と
で
顧
客
が
増
え
、仕

入
れ
先
と
の
関
係
も
構
築
。腕
の
良

少
年
時
代
か
ら
も
の
づ
く
り
に

興
味
を
覚
え
、中
高
生
の
時
に
は
技

術
者
と
事
業
家
の
両
方
の
資
質
を
身

に
付
け
て
い
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
旗
手
、小
松
昭
夫（
77
）。8
年
間

の
農
機
具
メ
ー
カ
ー
で
の
勤
務
を
経

て
、大
阪
で
設
計
や
経
営
の
実
践
的

な
基
礎
を
学
ん
だ
小
松
は
1
9
7
3

（
昭
和
48
）年
2
月
、故
郷・島
根
県
八

小
松
電
機
産
業

新
事
業
へ
の
挑
戦

2

さ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ポ

ン
プ
の
販
売
を
始
め
、さ
ら
に
は
ポ

ン
プ
に
関
連
し
た
自
動
制
御
盤
の
製

作
に
も
挑
ん
だ
。

創
業
か
ら
数
年
後
に
は
、松
江
松

下
電
器（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
）生
産
設
備
の
自
動
制
御
装
置
、

郊
外
型
ス
ー
パ
ー
の
出
現
で
需
要
が

高
ま
っ
た
冷
凍・冷
蔵
庫
の
自
動
制
御

盤
な
ど
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
営・
管
理・
技
術
の
基
礎
を
固

め
、社
員
を
増
や
し
た
小
松
が
、次

小松昭夫会長兼社長
龍谷大学教授2名を招き「対立から共生の文化へシンポジウム」開催

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490創業1年後の納屋を改造した小松産業本社前にて。

前列左が小松会長兼社長＝1974年ごろ

夕方、宍道湖畔２地蔵前にて「全国世界水の偉人172人覚醒顕彰祭」
（2019年6月8日開催）
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に
模
索
し
た
の
は
、下
請
け
企
業
か

ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
へ
の
飛
躍

だ
っ
た
。

80（
同
55
）年
、小
松
と
ゆ
か
り

の
深
い
三
菱
農
機
か
ら
、後
の
大

ヒ
ッ
ト
事
業
に
つ
な
が
る
カ
ー
テ
ン

シ
ャ
ッ
タ
ー
製
作
の
依
頼
を
受
け

た
。車
両
が
通
過
す
る
際
に
す
ば
や

く
開
閉
す
る
仕
組
み
で
、防
寒
の
た

め
工
場
の
出
入
り
口
に
据
え
付
け
た

い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

配
電
盤
の
受
注
生
産
に
追
わ
れ
て

い
た
小
松
は
当
初
、開
発
に
携
わ
る

余
裕
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
依
頼
を

断
っ
て
い
た
。し
か
し
、技
術
力
を
見

込
ん
だ
度
重
な
る
要
請
に
応
じ
ざ
る

を
得
ず
、翌
81（
同
56
）年
に
開
発
に

着
手
し
た
。

そ
ん
な
中
、小
松
は

究
極
の
試
練
に
見
舞

わ
れ
た
。安
価
で
、ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

低
い
自
社
の
水
道
計

装
装
置
の
需
要
が
急

増
し
、大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
や
地
元
電
気
工

事
業
界
の
や
っ
か
み

を
買
っ
た
の
だ
。政
財

界
の
既
得
権
益
団
体

と
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か

初
代
委
員
長
に
就
任
し
た
小
松
は
、

構
造・
安
全・
保
守
基
準
の
作
成
、業

界
初
の
エ
コ
マ
ー
ク
の
取
得
を
通
じ

て
、国
内
の
ラ
イ
バ
ル
各
社
に
も
技

術
を
公
開
。欧
米
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

積
極
的
な
技
術
資
本
提
携
の
誘
い

を
受
け
、世
界
的
な
交
流
を
深
め
て

い
っ
た
。小
松
は
、「
買
い
手
よ
し・売

り
手
よ
し・世
間
よ
し
の〝
三
方
よ
し
　

先
義
後
利
〞で
す
よ
」と
笑
う
。

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
は
、そ
の
後
さ

ら
な
る
進
化
を
遂
げ
、東
京・豊
洲
市

場
を
は
じ
め
、各
地
で
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
。

そ
し
て
小
松
電
機
産
業
は
、次
な

る
革
新
的
新
事
業
を
世
に
送
り
出

す
。松
江
生
ま
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
」で
構
築
さ
れ

た
、社
会
イ
ン
フ
ラ・ク
ラ
ウ
ド
の
先

駆
け
、水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や

く
も
水
神
」だ
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。

現
在
の
原
型
を
開
発
し
た
後
は
、当

時
と
し
て
珍
し
い
ビ
デ
オ
カ
タ
ロ
グ

を
製
作
。東
京
、大
阪
の
展
示
会
に
出

展
、本
格
的
な
全
国
販
売
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

稼
働
し
な
く
な
っ
た
配
電
盤
ケ
ー

ス
の
板
金
設
備
を
転
用
す
る
こ
と
で

新
た
な
設
備
投
資
を
す
る
こ
と
な

く「
門
番
」の
量
産
を
実
現
。ま
さ
に
、

「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」を
現
実
化

し
た
。

強
い
冬
の
季
節
風
が
吹
く
山
陰

地
域
特
有
の
悩
み
を
解
決
す
る
こ
と

か
ら
誕
生
し
た「
門
番
」。冷
暖
房
、防

塵
、防
風
効
果
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

が
劇
的
に
評
価
さ
れ
、中
央
会
推
薦

で
、91（
平
成
3
）年
に
は
中
小
企
業

研
究
セ
ン
タ
ー
賞
、ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

大
賞
を
受
賞
し
た
。い
ず
れ
も
製
品

の
優
秀
さ
だ
け
で
な
く
、社
会
問
題

の
解
決
を
先
取
り
し
た
新
し
い
事
業

モ
デ
ル
が
評
価
さ
れ
る
権
威
あ
る
賞

で
、こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、全
国
水
準

で
特
出
し
た
会
社
と
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

三
方
よ
し
精
神
で
技
術
公
開

ダ
ブ
ル
受
賞
の
前
の
90（
同
2
）年
、

韓
国
企
業
と
業
務
提
携
。冬
は
氷
点

下
10
度
以
下
、夏
は
40
度
近
く
に
も

な
る
韓
国
か
ら
は
、発
売
当
初
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
た
。

翌
91（
同
3
）年
に
は
、株
式
上
場

に
近
い
位
置
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、韓
国
へ
の
技
術
無
償
提
供
を
発

表
、周
囲
を
驚
か
せ
た
。そ
の
後
、社

団
法
人
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー・
ド
ア
協

会
、シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
委
員
会
の

り
、配
電
盤
の
引
き
合
い
や
受
注
が

激
減
。倒
産
の
う
わ
さ
が
流
れ
、社
員

の
6
割
が
会
社
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
に

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
べ

く
、三
菱
農
機
の
依
頼
で
製
作
し
て

い
た
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
基
に
、現

地
組
み
立
て
方
式
で
短
期
間
で
の
製

品
化
を
実
現
。85（
同
60
）年
に
は
、折

り
畳
み
式
初
代
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」を
全
国
発
売
し
た
。そ
の
後
、

巻
取
り
式
に
し
た
り
、ド
イ
ツ
製
サ

イ
ク
ロ
ン
減
速
機
を
内
装
し
た
モ
ー

タ
ー
に
変
え
た
り
す
る
な
ど
、短
期

間
で
安
全
性
、耐
久
性
、省
エ
ネ
効
果

シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー「
門
番
」開
発

改
良
重
ね
全
国
ヒ
ッ
ト
の
製
品
に

長島克己村長（当時）を招いて折り畳み式シートシャッター
「門番」発表会（八雲村本社にて）＝1985年10月

1991年ニュービジネス大賞受賞
ニュービジネス協議会2代目会長の関本忠弘氏（日本電気
株式会社社長）から表彰を受ける小松昭夫会長兼社長（右）

屋上全面に太陽光発電を備えた松江工場
歴代「門番」が展示されている「happy gate 門番」
板金無人製造ライン
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88（
同
63
）年
に
は
、公
衆
電
話
回

線
を
使
用
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
を

島
根
県
平
田
市（
現
出
雲
市
平
田
地

区
）、さ
ら
に
、滋
賀
県
び
わ
町
、島
根

県
八
束
町（
現
松
江
市
八
束
町
）の
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
へ
納
入
、実

績
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。

92（
平
成
4
）年
、広
域
に
分
散
し

て
い
る
下
水
処
理
施
設・マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
を
通
信
回
線
で
結
ん
だ
遠

隔
制
御
監
視
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水

神
Ｃ
Ａ
Ｎ
」を
発
表
し
た
。

現
場
に
行
か
な
け
れ
ば
実
態
が
つ

か
め
な
か
っ
た
廃
水
デ
ー
タ
を
、一
般

電
話
回
線
で
つ
な
ぎ
、遠
隔
監
視・管

理
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ

ム
だ
っ
た
。宍
道
湖
の
水
質
悪
化
と

中
海
淡
水
化
干
拓
事
業
と
の
関
係
性

に
、特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
小

松（
77
）だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

注
目
発
明
選
定
証
を
受
証

94（
同
6
）年
に
は
脱
リ
ン
、脱

作
業
場
に
改
修
し
た
納
屋
で
起

業
し
た
小
松
電
機
産
業
㈱（
松
江
市

乃
木
福
富
町
、小
松
昭
夫・
会
長
兼

社
長
）は
、高
速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
門
番
」シ
リ
ー
ズ
の
開
発・
製
造
販

売
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
と
し

て
飛
躍
的
に
成
長
を
遂
げ
た
。さ
ら

な
る
転
機
と
な
っ
た
の
が
、同
社
の

原
点「
水
」に
関
連
す
る
商
品
の
開
発

だ
っ
た
。同
社
は
、ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る

水
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
事
業
と
、全
国

の
治
水
偉
人
顕
彰
事
業
を
、平
和
の

事
業
化
の
入
り
口
と
位
置
づ
け
、力

を
注
い
で
い
る
。

電
話
専
用
線
の
遠
方
監
視

下
水
用
ポ
ン
プ
の
修
理
か
ら
始

ま
っ
た
小
松
電
機
産
業
。の
ち
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
を
は

せ
る
水
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水

神
」に
つ
な
が
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は

1
9
7
7（
昭
和
52
）年
、電
電
公
社
専

用
線
に
よ
る
遠
方
監
視
装
置
の
開
発

だ
っ
た
。

小
松
電
機
産
業

や
く
も
水
神

3

窒
素
が
特
徴
の「
ニ
ュ
ー
や
く
も
水

神
」、翌
年
に
は
水
シ
ス
テ
ム
の
進

歩・
進
化
を
促
す「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
水

神
」を
発
表
。こ
の
年
に
は
、科
学
技

術
庁
第
54
回
注
目
発
明
選
定
証
を
受

証
し
た
。

2
0
0
0（
同
12
）年
か
ら
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
の
ｉ
モ
ー
ド
、ド
ゥ
ー
パ

（
閉
域
）網
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

10（
同
22
）年
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
ゼ
ン
リ
ン
地
図
か
ら
グ
ー
グ
ル

マ
ッ
プ
に
変
え
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

クラウド型リアルタイム表示で令和2年度中国地方発明表彰「中国経済産業局長賞」を受賞。中央が小松昭夫会長兼社長
＝2020年10月

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

やくも水神を紹介する小松昭夫会長兼社長（右端）
＝松江市乃木福富町、小松電機産業
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や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遠
隔
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
。性
能
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、急
速
に
全
国
に
普
及
し
て

い
っ
た
。

「
水
の
行
政
は
縦
割
り
。し
か
し

40
㌢
ほ
ど
上
が
り
、洪
水
被
害
を
受

け
に
く
く
な
っ
た
。内
蔵
電
池
を
備

え
、停
電
時
も
標
準
24
時
間（
最
長
7

日
間
）稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
た
。各

種
メ
ー
カ
ー
の
制
御
盤
で
も
短
時
間

で
ク
ラ
ウ
ド
管
理
に
移
行
で
き
る
こ

と
も
、注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
や
く
も
水
神
」事
業
を
通
じ
て
、

平
和
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
一

翼
を
担
う
と
語
る
小
松
。「
や
く
も
水

神
」「
門
番
」と
い
う
二
つ
の
大
き
な

事
業
に
加
え
、同
社
が
力
を
注
い
で

き
た
も
う
一
つ
の
欠
か
せ
な
い
柱
が
、

「
ド
ゥ
ー
＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク
人
間
自

然
科
学
研
究
所
」だ
。1
9
9
4（
同

6
）年
の
設
立
以
来
、「
平
和・
環
境・

健
康
は
ひ
と
つ
」を
世
界
へ
発
信
、恒

久
平
和
モ
デ
ル
創
出
を
目
指
し
て
い

る
。「
水
は
平
和
の
源
」の
念お

も

い
に
根

付
く
活
動
の
発
端
に
は
、若
き
日
の

小
松
の
あ
る
経
験
が
あ
っ
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
次
号
に
続
く
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
提
供
は
、他
社
に
な
い

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」と
小
松

は
語
る
。

「
当
初
周
囲
か
ら
、『
官
公

庁
の
仕
事
の
全
国
展
開
な

ん
て
あ
り
え
な
い
』と
異
口

同
音
に
言
わ
れ
ま
し
た
。し

か
し
、『
天
の
時
、地
の
利
、人

の
和
』を
念
頭
に
、現
実
化

し
て
い
く
の
が
事
業
家
な
の
で
す
。

世
界
同
時
に
ク
ラ
ウ
ド
の
時
代
を
迎

え
る
中
、社
会
に
と
っ
て
意
義
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
続
け
な
け
れ

ば
、個
人
や
会
社
だ
け
で
な
く
、自
治

体
や
国
家
も
持
続
で
き
な
く
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」。時
代
を
見
据
え
た

事
業
へ
の
評
価
は
高
く
、一
昨
年
は
、

「
や
く
も
水
神
」の
ク
ラ
ウ
ド
型
リ
ア

ル
タ
イ
ム
表
示
が
公
益
社
団
法
人
発

明
協
会
の
中
国
地
方
発
明
表
彰
で
中

国
経
済
産
業
局
長
賞
を
受
賞
し
た
。

「
水
は
平
和
の
源
」の
念
い

「
や
く
も
水
神
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
現
在
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
全
国
の
自
治
体
3
割
弱
に
当
た
る

4
8
7
自
治
体
1
万
5
2
0
0
を
超

え
る
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。現
場

の
巡
回
を
極
端
に
減
ら
し
、少
人
数

で
も
管
理
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は
、小
規

模
の
自
然
環
境
が
厳
し
い
自
治
体
で

特
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

ま
た
、ポ
ン
プ
制
御
通
報
装
置
を

遠
方
操
作
管
理
シ
ス
テ
ム
に
進
化
さ

せ
、部
品
点
数
を
5
分
の
1
に
縮
小

し
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
。水
没
レ
ベ
ル
が

『
や
く
も
水
神
』は
、一
つ
の
ス
マ
ホ
や

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
上
下
水
道
か
ら
農
業・

産
業
用
水
、水
門
、消
雪
な
ど
ま
で

ト
ー
タ
ル
で
管
理
で
き
ま
す
。天
気

予
報
を
組
み
合
わ
せ
た
広
域
ク
ロ
ス

水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発

全
国
自
治
体
で
実
績
積
み
重
ね
る

浜田市では「やくも水神Ｇシリーズ」を使い、上水道・
簡易水道・工業用水182施設を一元管理している

継体天皇ゆかりの3000億円をかけた福井県九頭竜川・日野川・足羽川
流域国営・県営パイプラインに「やくも水神」採用

4か所の発電所を設けた国内最大直径3ｍの送水管

ク
ラ
ウ
ド
の
先
駆
け
水
の
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム「
や
く
も
水
神
」

やくも水神について発表する小松電機産業の担当者
＝2010年6月
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も
夜
10
時
ま
で
に
は
ホ
テ
ル
に
帰
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。小
松
ら

が
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
む
と
、酔
っ

た
韓
国
人
が
後
か
ら
助
手
席
に
入
り

込
ん
だ
。現
地
は
タ
ク
シ
ー
不
足
で
、

〝
相
乗
り
〞は
当
た
り
前
。し
か
し
そ

の
韓
国
人
は
、小
松
が
日
本
人
だ
と

分
か
る
と
韓
国
語
で
何
か
を
叫
び
続

時
代
を
先
取
り
、高
速
シ
ー
ト
シ

ャ
ッ
タ
ー
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　ｇ
ａ
ｔ
ｅ

門
番
」、総
合
水
管
理「
や
く
も
水
神
」

と
い
う
二
つ
の
大
事
業
を
創
出
、シ

ス
テ
ム
化
し
て
き
た
小
松
電
機
産
業

㈱（
松
江
市
乃
木
福
富
町
、小
松
昭

夫・
会
長
兼
社
長
）。同
社
の
進
め
る

事
業
は
、人
々
の
暮
ら
し
の
質
を
向

上
す
る
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。1
9
9
4（
平
成
6
）年
、ド
ゥ
ー

＆
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
人
間
自
然
科
学

研
究
所
」を
設
立
、世
界
を
舞
台
に
平

和
事
業
を
展
開
。人
類
史・世
界
視
野

で
現
状
を
見
つ
め
、共
感
の
場
を
生

み
出
し
、対
立
か
ら
統
合・発
展
に
進

め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重
ね

て
い
る
。

韓
国
旅
行
の
経
験
が
契
機

小
松（
77
）に
、強
い
平
和
へ
の
念お
も

い
と
行
動
力
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け

は
、30
歳
の
時
、電
機
業
界
の
旅
行
で

初
め
て
の
海
外
、韓
国
を
訪
れ
た
時

の
出
来
事
だ
っ
た
。当
時
の
韓
国
は

戒
厳
令
が
敷
か
れ
て
い
て
、観
光
客

小
松
電
機
産
業
人
間
自
然
科
学
研
究
所

4

け
た
。「
突
き
落
と
せ
」と
叫
ん
で
い
た

と
知
っ
た
の
は
、彼
が
降
車
し
た
後
の

こ
と
だ
。言
葉
の
裏
に
は
強
い
反
日

感
情
が
あ
っ
た
。「
こ
の
事
件
以
来
、歴

史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
さ
を
痛
感
し

た
の
で
す
」と
小
松
は
振
り
返
る
。

独
立
記
念
館
に
献
花
・
寄
付

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
た
中
国
、韓

国
で
は
、愛
国
主
義
教
育
へ
の
傾
倒

が
目
立
ち
始
め
、抗
日
記
念
館
の
建

設
が
相
次
い
だ
。き
っ
か
け
は
、日
本

で
起
こ
っ
た
第
一
次
教
科
書
問
題
だ

っ
た
。「
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

日
本
は
、人
物・人
財
が
育
た
な
い
国

に
な
り
、組
織
や
国
家
が
内
部
崩
壊

し
て
い
く
。メ
デ
ィ
ア
と
学
校
教
育

で
近
現
代
史
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
が
根
本
原
因
」。そ
う
確
信
し
た

2013年、オランダ・ハーグ「平和宮」の建立100周年記念祭でカーネギー、ノーベル、
ロックフェラー、ビルゲイツ、趙永植、中野信夫氏らと共に「100年間の世界平和事業
家20人」に選ばれる

【 会社概要 】
所 在 地　松江市乃木福富町735―188
営業種目　ソフトウェア開発事業
　　　　　通信システム開発運営事業
　　　　　電気機械器具製造業
代表取締役　小松昭夫
従業員数　100人
電話番号　050―3161―2490

（左）2013年、「平和宮100周年」式典前夜祭にカーネギー曾孫とともに参加。
（右）2014年、ズットナー女史没後100周年記念で、銅像作者の国際弁護士・芸術家
ロレマ女史。6ヶ月間ズットナー像をウィーン平和記念館に貸出。広島・長崎・板門
店・ウィーン・ハーグ5カ所同時建立を目指す

1999年、竹島（韓国名・独島）
に地球共生・縁結び女性像建
立を提言

2002年、中海・日本海名称入
れ替えを提唱

人間自然科学研究所の
マークはユーラシア大
陸から見た日本列島、星
は竹島
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山陰経済ウイークリー　2022.1.2521

小
松
は
、社
員
や
取
引
先
ら
と
訪
問

団
を
結
成
し
、各
地
の
平
和
祈
念
館

を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。97（
同

9
）年
に
は
、日
本
人
と
し
て
初
め

て
、韓
国
の
独
立
記
念
館
に
献
花
、寄

付
。2
0
0
1（
同
13
）年
に
は
、中
国

人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
、そ
の
翌
年

に
は
、台
児
荘
大
戦
記
念
館
を
訪
問
、

同
様
に
献
花
、寄
付
を
行
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ

カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
、ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

カ
所
同
時
建
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進

行
中
だ
。

「
門
番
」と「
や
く
も
水
神
」と
い
う

大
き
な
二
つ
の
事
業
を
興
し
た
小
松

電
機
産
業
。三
つ
目
の
事
業
と
し
て
力

を
注
い
で
き
た
平
和
の
事
業
化
に
向

け
た
活
動
も
、国
内
外
の
大
学
や
戦

争
記
念
館
、ラ
ジ
オ
と
連
携
し
つ
つ
、

各
地
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。今
年
2
月

22
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、新

構
想「
国
民
国
連
」を
提
言
予
定
だ
。

「
多
発
す
る
自
然
災
害
に
、人
為
災

害
、コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
り
、宗
教・
経

済・
政
治
の
三
つ
の
関
係
性
で
創
っ

て
き
た
人
類
社
会
を
根
本
的
に
見
直

さ
な
け
れ
ば
、未
来
が
拓
け
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。正
義
か
ら
道
理
へ

歩
い
た
後
に
道
が
で
き
る
。今
争
っ

て
い
る
時
間
は
な
い
」。き
っ
ぱ
り
と

言
い
切
っ
た
小
松
。そ
の
念
い
は
、さ

ら
に
先
を
見
据
え
て
い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

│
お
わ
り
│

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・門
脇
奈
津
子
）

「
世
界
の
20
人
」の
一
人
に

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、世
界

各
地
の
戦
争
記
念
館
へ
の
訪
問
だ
け

で
な
く
、長
年
に
渡
り
、平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
。さ
ら
に
、江
戸
時
代
中

期
、現
在
の
松
江
市
八
雲
町
で
、水
害

か
ら
村
人
を
守
る
た
め
、意
宇
川
の

開
削
を
し
た
周
藤
彌
兵
衛
や
、出
雲

平
野
西
部
で
開
拓
と
治
水
に
取
り
組

ん
だ
大
梶
七
兵
衛
ら
、水
に
関
す
る

世
界
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
活
動
も
行

っ
て
き
た
。

四
半
世
紀
に
及
ぶ
一
貫
し
た
活
動

は
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
、13（
同

25
）年
、オ
ラ
ン
ダ・ハ
ー
グ
に
あ
る

「
平
和
宮・
国
際
司
法
裁
判
所
」の
建

立
1
0
0
周
年
記
念
祭
で「
1
0
0
年

間
の
世
界
平
和
事
業
家
20
人
」の
一

人
に
選
ば
れ
た
。

翌
年
に
は
、女
性
で
初
め
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
平
和
活
動
家
ベ
ル
タ・フ
ォ

ン・ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
没
後
1
0
0
年
を

記
念
し
て
創
ら
れ
た「
ズ
ッ
ト
ナ
ー

賞
」受
賞
。19（
令
和
元
）年
に
は
、「
ア

ジ
ア
は
ひ
と
つ
」を
提
唱
し
た
岡
倉

天
心
に
由
来
す
る「
岡
倉
天
心
国
際

賞
」も
受
賞
し
た
。

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、国
内
外

を
つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、平
和・
環
境・
健
康

へ
の
関
心
を
広
め
、次
の
時
代
を
拓ひ
ら

く
準
備
を
続
け
て
い
る
。ズ
ッ
ト
ナ

ー
女
史
と
、近
代
上
下
水
道
の
父
、

Ｗ・Ｋ・バ
ル
ト
ン
氏
の
銅
像
世
界
10

所
な
ど
、戦
争
の
痕
跡
が
残
る
世
界

各
地
に
足
を
運
ん
で
い
っ
た
。「
終
戦

時
、私
は
2
歳
だ
っ
た
の
で
、戦
前・

戦
中
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

戦
後
責
任
が
あ
り
ま
す
。な
ぜ
戦
争

が
起
き
た
の
か
。自
分
が
人
間
だ
と

い
う
認
識
が
あ
れ
ば
、時
代
の
背
景

や
プ
ロ
セ
ス
を
よ
く
研
究
し
、さ
ま

ざ
ま
な
対
立
を
生
か
し
統
合
、新
し

い
未
来
を
創
る
義
務
と
責
任
が
あ
る

と
考
え
た
の
で
す
」。小
松
の
口
調
が

強
く
、熱
く
な
っ
た
。

戦
後
責
任
果
た
す
未
来
づ
く
り

事
業
を
通
じ
て
世
界
で
平
和
活
動

（左）1997年、韓国・天安市の独立記念館に日本人として初めて献花・寄付
（右）2001年、日中戦争勃発の地、中国北京郊外盧溝橋「抗日戦争記念館」にて献花、寄付

（左）2009年、第二次世界大戦で2000万人が亡くなったロシアのウラジオス
トック・ハバロフスクの慰霊碑、シベリア慰霊平和公苑日本人墓地を22名で
訪問・献花

（右）2019年、ベルタ・フォン・ズットナー像作者、芸術家・国際弁護士のイング
リッド・ロレマ氏と合流、アウシュヴィッツ強制収容所跡地、ワルシャワ蜂起記
念碑等を慰霊訪問

2005年、米国アリゾナ記念館『平和祈念式典』で小松昭夫社長が献花・寄付（右上）
2017年、39人の訪問団で再訪、名誉団長　小松千恵子氏が真珠湾攻撃生存者の元兵士
アルフレッド　Ｂ・Ｋ・ロドリゲス氏と握手、趣意書を発表

2014年、8月1日水の日、松江市八雲町・日吉親水公園での周藤彌兵衛
翁銅像（米国製青銅、小松電機産業寄贈）建立除幕式。燕趙園の孔子・
孟子像と同じ、松江歩兵第63連隊の兵士が多数戦死した中国山東省
の台児荘で制作

2021年2月22日「第0回 平和・環境・健康は一つ　国際
Zoomシンポジウム」を小松電機「太陽ホール」を起点に開
催。国内外から29人の講演者がスピーチ
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島根県松江市八雲町に流れる意宇川日吉切通し
洪水を繰り返す暴れ川を 1706 年、56 歳にして一念発起した
周藤彌兵衛は岩山の剣山に槌とノミで切り開く苦行に立ち向か
い、1747 年、97 歳にして日吉切通しを完成させ、意宇川の
流れを変え洪水から村を守り意宇川の恵みをもたらした。　 日吉切通し

ドローン映像

https://www.hns.gr.jp/sacred_place/kiridoushi.html

